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南海トラフ熊野灘におけるエアガンアレイ指向性実験

A beam forming experiment of airgun array energy in Kumano-nada, Nankai Trough
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　エアガンを用いた人工地震探査は、海底下の詳細な構造を把握するために有効であり、これまで数多く行わ

れてきている。そのうちハイドロフォンストリーマーを用いたマルチチャンネル反射法(MCS)は、比較的浅部の地

質形状を高分解能で把握するために有効である。この MCS で、より深部を対象とするためには、エアガン発震と受

震を別々の船で行う２船式が有効である。２船式では２船間の距離を大きく取ることが可能となり、ハイドロフォ

ンストリーマーの長さの制限を受けない。ただし、２船間の距離が大きくなると距離減衰の影響を受ける。そのた

めエアガンエネルギーの指向性を発震船の真下から受震船側に変化させることができれば、距離減衰の影響を軽減

することができる。このエアガン指向性については、2001 年房総沖における MCS 探査航海の際に実験を行い、指

向性変化の有効性を確認した（2002 年地球惑星関連学会合同大会、日本地震学会秋季大会）。またエアガンは水中

で発震するため P波しか発生させることができないが、海底面や地層境界面において S波に変換する（PS変換波）。

この PS変換波は物性に敏感であり、地震発生過程解明に重要と考えられる。この PS変換波を捉えるには、海底地

震計（OBS）による多成分観測や２船式が有効である。

　上記の観点から 2002 年 9月に 2船式探査および OBS 探査を南海トラフ熊野灘にて実施した。測線はトラフ軸

に直交する測線(COP1)と平行な測線(COP2)である。探査に使用した船舶は海洋科学技術センターの深海調査船「か

いれい」および海洋調査船「かいよう」である。制御震源としては「かいよう」のエアガンアレイ(12000 立方イ

ンチ)を用いた。受震装置としては「かいれい」のハイドロフォンストリーマー（156 チャンネル）および OBS を

使用した。探査時にはまず、COP2 測線上に OBS を 25km 間隔で 5台設置した。その後 COP1 および COP2 において 2

船間の距離を変化させオフセット 10km, 15km, 20km のデータ収録を行った。これら大オフセットのデータ収録時

にはエアガンアレイの指向性を変化させた。これらと通常の MCS 探査データをあわせて、オフセット 0-20km のデー

タを収録した。

　暫定的な解析結果は以下のとおりである。１）プレート境界付近からと思われる反射波について、二船式デー

タの方が通常 MCS データより振幅が大きくなっている。これは二船式データによって重合数を増やしたことによる

有効性を示す。２）同一測線における OBS データにおいて、エアガン指向性を変化させた場合のプレート境界付近

の反射波振幅は変化させない場合に比べて大きくなっており、エアガン指向性の有効性を示す。


